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わたくしたちは、利根川と手関沼にかごまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで諾しあいきまりを守り明るいあびこにします

する

＝

し
郵
送
す
る
鯛
査
票
（
見
本
。

Ａ
４
版
。
澗
頁
）

からI
第
４
回
目
の
市
民
意
識
調
査

を
今
月
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
率
直
な
意
見
や
要
望

関
心
ご
と
な
ど
を
お
聞
き
し
、

み
な
さ
ま
の
考
え
を
こ
れ
か
ら

市
が
進
め
る
施
鍍
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
４
年
に
１
度
、
市
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

_二…鴬塞ぐ垂些
垂一一
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小1
学日

今
回
の
調
査
で
は
、
市
内
を
５

地
区
に
分
け
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
加
歳
以
上

の
男
女
３
０
０
０
人
の
方
に
住
み

ご
こ
ち
、
市
政
へ
の
考
え
、
あ
な

た
の
暮
ら
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

今
年
は
北
海
道
釧
路
沖
地
襲
を
は
じ
め
と
し
て
大
き
な
地
錘
が
立
て
続
け
に
発
生
。
皆
さ
ん
の
記

憶
に
新
し
い
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
、
地
煙
直
後
に
起
こ
っ
た
津
波
や
火
災
等
に
よ
り
多
く
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
被
害
を
だ
し
た
大
正
ね
年
９
月
１
日
の
関
東
大
淫
災
（
死
者
御

万
人
）
か
ら
加
年
が
た
ち
ま
す
。
こ
の
関
東
大
謹
災
で
一
家
を
あ
げ
て
東
京
か
ら
我
孫
子
に
移
っ
た
著

名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
杉
村
楚
人
冠
も
実
は
大
謹
災
で
愛
す
る
子
供
を
失
っ
た
父
親
の
１
人
で
し
た
。

こ
の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
９
月
１
日
を
『
防
災
の
日
」
と
し
、
市
で
は
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
防
災
係
Ⅱ

市民意識調査にご協力を

’

市政へ率直な声を （
水
）

校
でづ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
皿
の

項
目
で
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
大
人
と
は
別

に
小
学
生
と
中
学
生
５
０
０
人

を
対
象
と
し
た
調
査
も
実
施
し

ま
す
。調

恋
対
象
に
選
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
８
月

末
日
ま
で
に
調
壷
票
を
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
票
は
必
ず

本
人
が
記
入
し
、
返
信
用
封
筒

で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

市
民
相
談
係
云
（
理
１
１
１
１

内
線
３
１
１

’

i
I

1
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９
月
１
日
（
水
）
、
湖
北
小
学
校

を
会
場
に
実
施
さ
れ
る
総
合
防
災

訓
練
は
、
関
東
大
震
災
を
モ
デ
ル

に
南
関
東
地
罐
を
想
定
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
南
関
束
地
震
の
例
で
は
、

１
３
０
年
前
の
安
政
江
戸
地
震

（
１
８
５
５
年
、
死
者
７
０
０
０

人
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
震
に
関
す
る
地
元
の
記
録
は

わ
ず
か
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
地

誌
の
名
著
「
利
根
川
図
志
」
に
は
、

安
政
江
戸
地
震
で
布
佐
の
家
々
が

大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

が
記
き
れ
て
い
ま
す
。

４
年
前
に
行
っ
た
「
我
孫
子
市

大
規
模
地
謹
被
害
想
定
調
査
」
の

結
果
で
は
、
関
東
大
震
災
規
模
の

平
成
４
年
度
に
実
施
し
た
防
災

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
て
自
治
会

や
町
内
会
に
呼
び
か
け
て
き
た
市

民
参
加
に
よ
る
地
域
防
災
カ
ル
テ

の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

報
告
書
に
は
、
町
・
丁
別
に
市

内
１
１
６
か
所
の
地
域
防
災
カ
ル

テ
（
防
災
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た

地
域
ご
と
の
診
断
書
）
を
収
録
。

今
年
度
は
、
そ
の
地
域
防
災
力

’今
年
は
公
民
館
も
参
加

ル
テ
の
査
料
を
も
と
に
市
内
全
体

を
網
羅
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
我
孫
子
市
地
域

防
災
計
画
を
大
幅
に
改
訂
し
た
市

防
災
会
議
で
は
、
よ
り
総
合
的
な

地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

「
新
地
域
防
災
計
画
策
定
部
会
」

を
設
澄
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
市
域
の

震
度
は
、
最
大
で
激
震
７
、
堰
少

で
強
震
５
、
訓
練
会
場
と
な
る
湖

北
小
学
校
で
は
裂
震
６
と
推
定
さ

れ
、
家
屋
の
１
割
近
く
に
被
害
が

で
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
も
９
月
１
日
の

「
防
災
の
日
」
に
、
消
防
団
を
は

じ
め
、
各
防
災
関
係
機
関
や
自
治

会
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

と
協
力
に
よ
り
、
次
の
要
領
で
総

合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
９
月
１
日
（
水
）
、
午
前

、
時
か
ら
ｎ
時
訓
分

▼
場
所
湖
北
小
学
校

▼
被
害
想
定
南
関
東
地
域
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
９
の
大
地
震

1
<昨年の総合防災訓練〉

が
発
生
、
震
源
地
は
千
葉
県
北
部
、

市
内
で
も
震
度
６
以
上
の
裂
震
を

記
録
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
各
所
で

家
屋
の
倒
壊
、
道
路
の
掴
竣
、
火

災
が
起
こ
り
負
傷
者
多
数
。
さ
ら

に
水
道
、
電
力
、
電
話
な
ど
の
生

活
関
連
施
設
も
大
き
な
被
害
が
発

生
。▼
訓
練
内
容
災
害
情
報
の
伝
達

現
地
災
害
対
策
本
部
の
設
渡
、
市

民
の
避
難
と
誘
導
、
消
火
、
救
助
、

ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
（
道
路
・
電
気
、

ガ
ス
・
電
話
）
な
ど
の
復
旧
。
今

年
も
高
所
救
出
訓
練
に
ハ
シ
ゴ
車

が
出
動
し
、
市
防
災
行
政
無
線
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
湖
北
小
学
校
に
隣
接

す
る
湖
北
地
区
公
民
館
と
そ
の
利

用
者
な
ど
社
会
教
育
に
集
う
皆
ざ

ん
も
参
加
し
て
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
る
の
も
特
徴
で
す
。

※
当
日
は
、
防
災
訓
練
の
た
め
、

午
前
８
時
弱
分
に
市
内
一
斉
、
午

前
、
時
に
会
場
で
サ
イ
レ
ン
・
警

鐘
が
鳴
り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
の
湖
北
小
学
校
付

近
へ
の
路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

我
孫
子
市

柏
市

|’

共
催
水
防
演
習
は
棚
周
年

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た
７

月
”
日
王
）
、
大
利
根
有
料
橋
近

く
の
利
根
川
河
川
敷
（
柏
市
布
施

地
先
）
で
、
伝
統
あ
る
我
孫
子
市
．

柏
市
の
共
催
水
防
演
習
（
写
真
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
、
我
孫
子
市
・
柏
市

の
消
防
団
や
消
防
、
防
災
関
係
者

な
ど
約
５
０
０
名
と
消
防
車
な
ど

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

第12回産業まつり

喜響澪出店者募集

災組織づくりに助成

、婦人防火ｸﾗプ、
、に参

婦人防火クラ

、に参加を し期日10月17日（日）雨天の

場合は24日（日）に順延

し会場湖北台中央公園

少出展・出店料1区画（間

口約2メートル)、4000円、電

気コンセント（1個）2000円

,申し込み・問い合わせ9

月30日(木)までに産業まつり

実行委員会土谷盆(87)1188

釦
台
が
参
加
。
演
習
は
、
台
風

に
よ
り
利
根
川
の
水
位
が
警
戒

水
位
を
越
え
、
堤
防
に
亀
裂
や

漏
水
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
。
基
本
作
業
の
土
の
う
作

り
の
ほ
か
、
「
木
流
し
』
を
は
じ

め
、
古
来
か
ら
の
伝
統
的
な
水

防
エ
法
が
実
習
を
兼
ね
て
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
か
ら

大
切
な
生
命
や
財
産
を
地
域
ぐ
る

み
で
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
自

治
会
な
ど
を
母
体
と
し
た
自
主
防

災
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
充

実
を
図
る
た
め
、
結
成
時
に
蚕
器

材
の
助
成
（
加
万
円
以
内
）
が
あ

り
、
消
火
器
、
担
架
、
テ
ン
ト
等

幅
広
く
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
虹
団
体
が
結
成
さ
れ
今

年
度
３
団
体
へ
助
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

防
火
・
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、

災
害
か
ら
家
庭
を
守
り
、
快
適
な

地
域
環
境
を
築
く
た
め
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
１
７
０
名
余

り
が
入
会
し
、
消
防
出
初
め
式
、

防
災
訓
練
、
救
急
の
日
な
ど
の
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
＊

自
主
防
災
組
織
の
助
成
・
・
・
市
民
生

活
課
防
災
係
＊
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
入
会
．
：
消
防
本
部
予
防
課

’ ’ ’
下総基地 米軍機使用絶対反対の

地
域
防
災
カ
ル
テ
が
ま
と
ま
り

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
着
手

呵
川
Ｈ
１



１
１
‐
ｌ
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現
在
、
河
川
や
湖
沼
の
汚
濁
が

社
会
的
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
一
般
家
庭

の
雑
排
水
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
し
尿
だ
け
で

な
く
、
台
所
や
洗
濯
・
風
呂
な
ど

の
排
水
も
併
せ
て
処
理
の
で
き
る

合
併
処
理
浄
化
糟
が
浄
化
対
策
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
霞
す
る
場
合
に
愛
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
輔
助
は
、

新
築
を
は
じ
め
増
改
築
や
し
尿
だ

け
の
単
独
処
理
浄
化
槽

り
便
所
か
ら
の
切
り
誉

含
儲
処
廻
濁
化
槽
霞
冒

銅
助
皇
制
圓
の
ご
利
圃
壱

国民
お

年金 のわ
の
切
り
替
え
に
つ
い

し らせ
く
み
取 <問い合わせ 国保年金課年金係＞

ねんきんななちゃん
いあ余40ら
。■"、分宇～1夫

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
地
域
公
共
下
水
道

事
業
計
画
の
認
可
区
域
並
び
に
地

域
し
尿
処
理
施
設
の
区
域
を
除
く

地
域
。

▼
補
助
対
象
浄
化
槽
、
人
槽
以

下
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
で
、

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

型
の
除
去
率
が
”
％
以
上
、
放

流
水
質
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
蝉
あ
た
り
犯

恩
リ
グ
ラ
ム
以
下
（
日
間
平
均
）
の

機
能
を
も
つ
も
の
。

※
な
お
、
こ
の
補
助
金
を
受
け
る

た
め
に
は
事
前
に
所
定
の
手
続
き

「

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
活
環
境
課
終
末
処
理
セ
ン
タ
ー

壷
（
ｗ
）
２
３
７
９
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

｜

’

－1（作品募集） L

、

文 化祭第S6回

)から11月14日（日）までの期間で行います。

すのでふるってご応募ください。締め切り

30日(木)、短歌は10月5日(火)＞まで、作

を明記してください。なお、日程、会場の

ります。＝我孫子市文化祭実行委員会＝

第36回文化祭を10月17日（日

下表の内容で作品を募集しま

は8月31日(火)＜俳句は9月

品には住所、氏名、電話番号

都合で定数になり次第締め切

経
営
合
理
化
の
た
め
に
機
械
設

備
を
近
代
化
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

県
が
経
営
診
断
を
行
っ
て
直
接

長
期
無
利
子
で
査
金
を
融
壷
す
る

制
度
で
す
。

▼
対
象
国
の
指
定
す
る
機
械
金

属
工
業
・
軽
工
業
・
繊
維
工
業
・

農
林
水
産
業
・
小
売
業
・
卸
売
業
・

そ
の
他
の
業
種
に
属
す
る
企
業
で

現
在
の
事
業
を
原
則
と
し
て
１
年

以
上
行
っ
て
い
る
企
業

▼
貸
付
額
設
備
代
金
の
２
分
の

１
以
内
の
３
０
０
０
万
円
ま
で

■
■
■
■
ロ
コ
ー

企
業
の
繁
栄
の
た
め
に
設
備
近

代
化
黄
金
制
度
や
設
備
貸
与
制
度
．

保
証
付
融
査
な
ど
公
的
制
度
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

設
備
近
代
化

資
金
制
度

丁

力

’ ▼
利
子
無
利
子

▼
返
済
方
法
１
年
据
え
壷
き
４

年
均
等
返
済

▼
保
証
人
個
人
事
業
所
…
２
人

法
人
事
業
者
・
・
・
３
人

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
県

東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
容
０
４

７
３
（
里
２
１
１
５
》
県
金
融
課

容
０
４
３
（
２
２
３
）
２
７
１
２
へ

希
望
さ
れ
る
機
械
・
設
備
等
を

（
財
）
県
中
小
企
業
振
興
公
社
が
代

わ
っ
て
職
入
し
、
長
期
か
つ
低
利

で
設
備
貸
与
（
割
賦
・
リ
ー
ろ
す

る
制
度
で
す
。

▼
貸
与
限
度
額
２
５
０
０
万
円

穴
イ
テ
ク
機
器
５
０
０
０
万
円
）

▼
貸
与
の
方
法
割
賦
穴
イ
テ

設
備
貸
与
制
度’

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
企

業
と
金
融
機
関
の
橋
渡
し
を
す
る

公
共
的
機
関
で
、
事
業
査
金
の
借

り
入
れ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
対
象
県
内
で
同
一
事
業
を
１

ク
機
器
リ
ー
ス
も
可
）

▼
貸
与
損
料
等
＊
割
賦
…
年
４

・
５
％
、
＊
リ
ー
ス
．
：
月
額
リ
ー

ス
料
率
３
．
１
１
５
％
か
ら
１
。

５
０
７
％
（
３
年
か
ら
７
年
）

▼
保
証
金
貸
与
額
の
、
％
（
リ

ー
ス
は
不
要
）

▼
保
証
人
原
則
と
し
て
１
名
以

上▼
問
い
合
わ
せ
県
中
小
企
業
振

興
公
社
設
備
貸
与
課
云
０
４
３

（
２
４
２
）
２
１
２
６
へ

保
証
付
融
資

|，

年
以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者

▼
信
用
保
証
付
で
う
け
ら
れ
る
融

賓
限
度
額
一
般
保
証
１
２
億
２

０
０
０
万
円
、
無
担
保
証
１
２
０

０
０
万
円
、
特
別
小
口
保
証
１
５

０
０
万
円

▼
信
用
保
証
料
１
件
当
た
り
即

万
円
以
下
１
年
０
．
５
５
％
、
同

園團團團團

グッドライフ

カレヅ諺

▼
日
時
９
月
ｎ
日
か
ら
ｍ
月

廻
日
ま
で
の
毎
週
土
咄
日
、
午

後
１
時
訓
分
か
ら
４
時
釦
分

▼
場
所
日
本
橘
女
学
館
短
期

大
学
（
柏
市
）

I
（
柏
市
）

、

〃 ’
▼
講
座
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
よ
る
国
際
交
流

▼
対
象
如
歳
以
上
の
中
・
高

年
齢
者
（
受
識
料
無
料
）

▼
定
員
如
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
峨
業
・
連
絡
先
の
電
話

番
号
・
返
信
用
は
が
き
の
宛
先

を
明
記
し
、
８
月
四
日
（
木
）
か

ら
誕
日
（
火
）
ま
で
に
、
〒
２
７

７
柏
市
柏
１
２
２
５
の
６
日
本

橘
女
学
館
短
期
大
学
総
務
課

「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
」
係

云
（
師
）
８
６
５
５
へ

１
０
０
万
円
以
下
１
年
０
．
８
％
、

同
１
０
０
万
円
超
１
年
１
％

▼
申
し
込
み
金
融
機
関
、
商
工

会
、
県
・
支
庁
・
市
役
所
（
商
エ

担
当
課
）
、
県
信
用
保
証
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
県
信
用
保

証
協
会
保
証
課
云
０
４
３
（
２
４

７
）
０
７
１
１
へ

人槽区分

5人槽

6人糟

7人槽

8人槽

9人槽

1基当たりの補助限度額

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100ｩ000円

私
立
約７
０
０万
円

狗７
６
０万
円

国
公
立

約６
１
５万
円

淘６
７
５万
円

同
居

別
居

部門

手工芸

盆栽

洋ラン

写真

書道

民謡

民舞

日舞

洋舞

詩吟

謡曲

歌謡曲

三曲

俳句

'短歌

規格。条件

ひとり1作品。展示しやすい

作品唾

開花株

四つ切り以上全紙まで。なるべ

くパネル張り。作品裏に住所､電
話番号、氏名、題名を明記

①刺l蕊惟仙紙半切以内
②横額装雅仙紙半切2分の1以

内。作品自由、必ず表装

一曲5分以内

個人は5分以内。団体は10分

以内

団体もしくは個人で10分以内

個人で2分以内

－

ひとり1曲｡カラオケテープを
用意すること。（8トラ不可）

一般

内

参加の社中は1曲5分以

題：「夜長（よなが)」「脇（もず)」
「当期雑詠(とうきざつえい)｣各一
句。針3句をハガキに紀入。参加費
1000円

未発表1首（題自由）をハガ

キに記入。参加費1000円

申込方法

ガキでも

明示

電話かハガキ昨

品明記）で

電話かハガキで

電話で。作品を

持参

、
記

格
明
規
文
に
訳

斗
才
、
、

ガ
名
ハ
題Ｉ
電話で

電話かハガキで

電話かﾉ､ガキで

電話かハガキで

ハガキで

I電話で

ノ､ガキで

ﾉ､ガキで

作品に参加費を

添えて

作品に参加費を
添えて

申込先

宮本瑛夫

白山1-10-29

壷(84)5837

中村廣

下ケ戸521

窓(82)3393

小倉正久

根戸1739-9
壷(82)0702

小穴信俊

寿1-11-11

冠(82)3788

山田清一

船戸2－5－43

盃(82)4405

中野次男
中峠1747-1

壷(88)1791

内村恵子
本町3－5－18

盃(82)0871

石原暉子

白山1－29－2

壷(82)0161

高橋美代子

栄9－22

公(82)1743

米野尚三

中里295

冠(88)1243

小太刀治雄
寿1－4－5

壷(82)3653

井手口八重子

緑1－11－14

宮崎健七

つくし野1-14-18

盃(82)4880

染谷明

下ケ戸285

a(82)4441

山本寛太
並木6－8－9
冠(82)8408
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毎
年
５
月
に
上
野
・
都
立
美
術

館
で
開
か
れ
る
「
創
型
展
」
で
、

文
部
大
臣
賞
に
準
ず
る
と
言
わ
れ

る
選
奨
を
、
平
成
４
．
５
年
と
２

年
連
続
で
受
賞
し
た
の
が
馬
場
ゆ

う
子
さ
ん
。

「
作
品
が
完
成
し
た
後
の
、
分

間
は
充
実
感
で
体
中
が
満
た
さ
れ

ま
す
。
仲
間
か
ら
、
作
品
が
評
価

さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

彫
刻
と
絵
画
、
２
つ
の
長
所
を

い
か
し
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
す
こ
と
が
で
き
る
レ
リ
ー
フ
を

原
木
か
ら
作
る
。
受
寅
作
品
で
あ

せ
ざ
ば
く
ど
き
ふ
ら
ろ
う
た
び

る
「
寂
糞
の
時
間
」
「
風
浪
の
旅
」

は
と
も
に
曇
一
枚
程
の
大
作
。
一

つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
の
に
３

か
月
あ
ま
り
、
黙
賓
と
木
を
彫
り

／第1

鱈に来る烏 開催中
剛
自
由
な
発
想
を
大
切
に

続
け
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
電
動

ド
リ
ル
を
使
っ
て
の
作
業
で
は
、

肩
を
痛
め
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。た
け
し

祖
父
・
毒
鐸
嘩
蛙
さ
ん
、
父
・
士

さ
ん
と
も
彫
刻
家
で
祖
父
・
照
さ

ん
は
初
代
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
の
作

者
。
現
在
の
尺
チ
公
」
は
、
戦

争
中
武
器
の
材
料
に
さ
れ
た
初
代

「
ハ
チ
公
」
に
代
わ
っ
て
、
父
。

〃
チ
ヨ
ツ
ト
コ
イ
、
チ
ヨ
ツ
ト
コ
イ
″
と
鳴
く
の
は
な
ん

て
烏
？
み
な
さ
ん
の
家
の
周
り
に
は
、
釦
種
類
以
上
の
烏

が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
烏
の
名
前
が
わ
か
っ
た
ら
楽

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
烏
の
博
物
館
企
画
展
「
庭
に
来
る

烏
」
で
は
、
身
近
に
い
る
烏
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

よ
く
見
か
け
る
鳥
な
の
に
名
前
中
の
「
庭
に
来
る
鳥
」
で
す
。

を
知
ら
な
い
。
鴫
き
声
は
聞
こ
え
私
た
ち
の
家
の
周
り
で
接
す
る

る
の
に
ど
ん
な
烏
な
の
か
わ
か
ら
こ
と
が
で
き
る
野
鳥
猫
種
類
に
つ

な
い
…
こ
ん
な
疑
問
を
解
決
し
て
い
て
鳴
き
声
を
紹
介
。
野
鳥
の
見

く
れ
る
の
が
烏
の
博
物
館
で
開
催
分
け
方
や
、
庭
に
小
鳥
を
呼
ぶ
方

一
戸 、

定一

、

士
さ
ん
が
戦
後
作
っ
た
も
の
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
心
を
揃
え
て

い
た
木
の
在
存
感
、
・
美
く
し
さ
に

魅
力
を
感
じ
て
創
作
活
動
を
開
始
。

加
歳
を
過
ぎ
て
、
彫
刻
家
と
し
て

生
き
て
ゆ
く
こ
と
を
決
意
し
、
独

学
で
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
。

「
人
と
の
好
運
な
出
会
い
に
恵

ま
れ
、
ア
ト
リ
エ
を
無
縦
で
借
り

方
や
、
庭
に
小
鳥
を
呼
ぶ
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し

て
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
き
い
。

▼
開
催
期
間
９
月
”
日

（
日
）
ま
で

▼
開
館
時
間
午
前
９
時
鋤

分
か
ら
午
後
４
時
釦
分

▼
休
館
日
月
曜
日
、
祝
日

の
翌
日

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物

館
壷
（
唖
２
２
１
２

彫刻家

馬場ゆう子さん
(青山）

Ｌ

て
い
ま
す
。
２
度
の
受
賞
も
、

落
ち
蒲
い
て
創
作
に
集
中
で
き

た
か
ら
」
と
感
謝
の
心
も
忘
れ

て
い
な
い
。

「
作
品
を
作
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
は
、
あ
あ
し
て
は
駄
目
、

こ
う
し
て
は
駄
目
と
規
制
を
せ

ず
、
自
由
に
発
想
す
る
こ
と
。
そ

し
て
物
事
に
感
動
す
る
心
を
失

わ
な
い
こ
と
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

今
は
、
９
月
１
日
か
ら
取
手

市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
「
め
る

か
あ
と
」
で
開
催
す
る
個
展
に

む
け
て
忙
し
い
毎
日
を
送
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
見
た
人
に

大
き
な
イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り
、

心
の
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る

作
品
を
作
っ
て
ゆ
き
た
ど
と

意
欲
を
見
せ
る
。

ノ

中
央
公
民
館
で
は
初
心
者
の
方

を
対
象
に
、
太
極
拳
講
座
を
開
設

し
ま
す
。
太
極
拳
で
心
と
体
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
講
日
９
月
４
日
か
ら
ｎ
月

加
日
ま
で
の
土
曜
日
、
午
前
、
時

か
ら
正
午
（
月
２
回
開
誰
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
募
集
人
数
“
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
壷
１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

ふ
り
が
な

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
電

話
番
号
、
「
太
極
拳
を
楽
し
も
う
」

と
明
記
し
、
８
月
お
日
（
月
・
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新

田
謎
中
央
公
民
館
盆
（
理
０
５
１

５
へ

あび
～

ｰ〆－● ●一、

則凹

８
月
釦
日
（
月
）
か
ら
９
月
５
日

（
旦
ま
で
は
、
建
築
物
防
災
週
間

で
す
。毎

年
、
火
災
、
地
震
、
が
け
崩

れ
等
の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の

被
害
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
錘
年
哩
月
面
日
に
発
生
し

空
き
地
や
道
ば
た
で
ヨ
ウ
シ
ュ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
を
よ
く
み
か
け
る
。

こ
の
草
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
で
、
茎
は
太
く
、
赤

味
を
帯
び
、
丈
の
高
さ
も
二
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。
根
は

ゴ
ボ
ウ
の
根
の
よ
う
に
太
く
、
こ

れ
を
食
べ
る
と
吐
き
気
、
下
痢
、

麻
輝
な
ど
中
毒
症
状
が
起
こ
る
。

し
か
し
箒
観
光
地
の
土
産
物
と

’
’

建築物防災週間 ヨウシュヤマゴボウ
あなたの家は大丈夫ですか （ ）科まごぼうや

0

ノ

し
て
売
ら
れ
て
い
る
ヤ
マ
ゴ
ボ

ウ
は
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
で
な
く
、

キ
ク
科
の
モ
リ
ア
ザ
ミ
の
根
で

あ
る
の
で
安
心
で
き
る
。

ま
た
、
毒
と
薬
は
紙
一
重
で
、

し
よ
う
り
く

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
根
は
商
陸
と
呼

び
、
漢
方
で
は
利
尿
薬
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

花
期
は
六
～
九
月
で
、
小
さ

な
白
い
花
を
長
い
花
穂
に
沢
山

つ
け
る
。

そ
の
後
で
き
る
果
実
は
っ
ぶ

れ
た
球
形
で
、
カ
ボ
チ
ャ
の
果

実
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
果

実
は
熟
す
る
と
赤
黒
く
な
り
、

鳥
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
。

こ
の
果
実
は
紅
紫
色
の
汁
を

い
っ
ぱ
い
含
み
、
子
ど
も
た
ち

が
色
水
遊
び
を
し
た
り
、
染
め

物
遊
び
を
し
た
り
す
る
格
好
の

材
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

た
千
葉
県
東
方
沖
地
震
で
は
、
多

数
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が
倒
れ
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

石
塀
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
も
の
が
基
準
に
あ
わ
な
い
粗
悪

な
施
工
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

基
準
を
守
ら
な
い
で
安
易
に
造

っ
た
塀
は
、
地
謹
の
際
、
簡
単
に

倒
れ
、
人
命
を
奪
う
ば
か
り
か
、

道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
・
消

火
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
壷
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石

塀
は
正
し
く
造
ら
な
い
と
危
な
い

こ
と
、
正
し
い
造
り
方
を
し
て
い

な
い
も
の
も
補
強
工
率
で
安
全
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
認
識
し
、
危
険
な
塀
を
な
く
す

よ
う
、
日
頃
か
ら
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。あ

な
た
の
家
の
周
り
は
、
大
丈

夫
で
す
か

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
建

築
指
導
係
垂
（
理
１
１
１
１
内
線

５
２
８

｡ ＝

画 __-．－

献血推進キャンペーン

RIBBONPARTY'93
ABl|<○．赤いリボンにこころを添えて

夏
は
輸
血
用
血
液
が
不
足
す
る
◎
田
中
真
弓
ア
ニ
メ
ワ
ー
ル
ド

時
期
で
す
。
市
で
は
み
な
さ
ん
が
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

献
血
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ｌ
ル
Ｚ
」
ク
リ
リ
ン
役
で
活
曜

た
だ
く
た
め
、
楽
し
い
催
し
を
用
中
の
声
優
、
田
中
真
弓
さ
ん
に

意
し
、
次
の
と
お
り
献
血
推
進
キ
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
◎
ぬ
い
ぐ
る
み
バ
ン
ド
シ
ョ
ー

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ア
ニ
メ
主
題
歌
の
バ
ン
ド
減
奏

▼
日
時
８
月
記
日
主
）
午
前
９
◎
献
血
コ
ン
ト
…
遊
び
な
が
ら

時
釦
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
献
血
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

▼
場
所
市
民
会
館
※
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
午

田中真弓さん

前
、
時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら

の
２
回
公
演

◎
献
血
コ
ー
ナ
ー

◎
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
参
加
黄
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

平和の尊さについて考えてみましょう

親と子で考える平和講演会

加者募集

現
在
世
界
で
住
地
域
紛
争
と
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
う
形
の
戦
争
が
各
地
で
起
き
て
▼
日
時
９
月
４
日
王
）
午
後

い
ま
す
。
日
本
で
催
第
二
次
世
２
時
か
ら
４
時
釦
分

界
大
戦
か
ら
妃
年
が
た
ち
、
戦
争
▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

を
体
験
し
た
人
が
少
な
く
な
っ
て
◎
講
演
「
い
の
ち
と
平
和
の

き
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
尊
さ
を
」

ぴ
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
親
子
▼
講
師
早
乙
女
勝
元
氏

参

1電囹圏圏◎な◎誌へ
内話申定参東らァ些作
線でし員加京カニで家
2企込壷大バメ菊弓
1画み2空く映池束
1課。5無襲ん画寛京
へ壷問0料写竺上賞大

壺答美豊映壼奎愛襲
1わ蒜一］
1せ一さ戦
1よ災

8月30日(月)から9月5日(日)まで



録び 1993816(4)
一
』第859号

|’|’躍壽悪11
伝業務内容近世古文書を解読し

指定用紙への筆写

し謝礼指定用紙1枚150円程度

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号を明記し、

我孫子1684教育委員会市史編さん

室云(85)1151へ

(中峠 7月1日からスタートした発泡

スチロール・トレー回収事業の、

回収拠点が増えました。ごみの減

量と資源回収にご協力ください。

し追加拠点Dマート我孫子店、

スーパーメーコ－あらき店

似問い合わせ生活環境課壷(87）

1歳）
－

シ日時9月11日(土)午前9時か

ら正午

惨場所井手ロホール(緑1丁目）

し持参申込薑、写真1枚(3県ン

×3婆）、認印、免状の写し（表

と裏）

し更新料9800円

修申し込み．問い合わせ8月25

日(水)までに(有)手賀沼の小池壷

(82)1015へ

』河
戸一

1

４
３
句
』

し宿泊小中学生・少年団体と指

導者は6か月前から、その他の団

け曰程・場所9月12日(日)、15れ、初級職…昭和47年4月2日か少ぶどう(9月中旬まで）鈴木農

’ 日(祝)へ市民体育館ら昭和51年4月1日生まれ園云(82)4411 己戸

し受付期間8月23日(月)から9,なし(9月中旬まで）阿曽農園体は2か月前からい日程9月14日・21巳・28日午シ参加蓑1チーム3000円

盆(88)1459伝日帰り1か月前から10日前ま前10時から正午、9月16日・30日し申し込み・問い合わせハガキ月24日(金）一

午後1時から3時(参加費1000円）に男女別、チーム名、代表者の住シ試験日10月3日(日）し＜り・ハウスぶどう(9月上旬で

少場所市民体育館所・氏名・電謡濯芽号を明記し、8医問い合わせ北干葉広域水道企から10月上旬）田村雲園云(88）なお、少年自然の家のバス利用

惨定員30名(初心者)応募多数の月25日(水、必着)までに中里40増業団総務課壷0473(45)32112308など詳しいことは、同自然の家云

いいも（g月下旬から11月中旬ま（91)1923へお問い合わせください。場合抽選田崇金(88)1454へ

で）日暮農園a(82)4048し持参ラケット、シューズ

し職名・資格非常勤講師（高校シ申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号を伝曰時9月5日(日)午前9時か教諭普通免許を有する63歳未満の (財)干葉県工業技術振興センタ

明記し、8月27日(金、必着)までら午後3時(参加費600円）人）、臨時的任用養護教諭（養護中小企業大学校東京校では、中一では、実用新案等の経済価値を

|こ我孫子1684教育委員会体育課垂伝場所県立流山青年の家教諭普通免許を有する35歳未満の小企業者を対象に各種の研修を行新たに創出することなどを目的|こ、

(85)1151へし対象18歳以上の青年(60名）人）っています。ぜひご活用くざさい。実用新案等商品化案件を募集しま

し持参運動着、室内・外用運動惨勤務非常勤講師（当該教科だシ申し込み・問い合わせ中小企す。竃ってご応募ください。

’ 靴、筆記用具、｛趨妻保険証などけの時間講師）、臨時的任用養護業大学校東京校総務部研修生課aシ応募期限10月29日(金）

医曰時9月8日〔水)午後1時か伝内容ウオークラリー大会、講教諭(終日勤務）0423(64)1191伝申し込み・問い合わせ同セン
演帆エイズってなんだ恥ら4時(受講無料）※報酬など詳しいことは県教育庁 ター壷043(222)6112へ

鰯⑤、圃亀伝場所中央公民館伝申し込み・問い合わせ電話で高校教育課a043(223)4035へ

伝定員30名(先着順）8月28日(土)までに流山青年の家

▼社会福祉事業基金にと板倉哲郎

様(白山)から100万円、イトーヨ

し持参裁縫道具、女物浴衣1枚合(59)2004へ
9月21日から26日まで、県立美腰申!し込み・問い合わせハガキ

に{杢所、氏名、年齢、電話番号を 術館で第40回県勤労者美術展を行 －力堂我孫子店労働組合様から1

明記し、我孫子新田34中央公民館少日時8月21日(土)、22日（日）います。奮ってご応募ください。 万2889円の寄付がありました。

｢社教ゼミおしゃれ｣係窒(82)0515午後6時30分から9時30分（雨天し種目第1部…絵画第2部…

｜
’

の場合29日(日)に順延）書第3部…写真

し場所菱田第2公園凸出品者の資格県内に在住・在

屋日時9月3日から10月1日ま

での毎週金曜日へ午後1時30分か

ら3時C全5回、参加無料）

腰場所中央公民館(先着30名）

し講師干葉忠氏

し申し込み・問い合わせ電話で

市史編さん室念(85)1151へ

惨問い合わせ県商工労働部労政

課壷043(223)2741

鶴し日時9月3日(金)から5日

(日)、午前10時から午後5時

し場所市民会館(入場無料）

し問い合わせ鴫島云(82)8225

国鰍婚園誠臆卿生

惨対象精神薄弱関係の福祉分野

で仕事をしたい人

修資格4年生大学を修了した人

(修了見込み)及び保母資格を持っ

ている人(取得見込みの人）

し養成期間平成6年4月から1

年間(全寮制、食事支給）

し問い合わせ国立秩父学園付属

保護指導職員養成所壷0429(92)41

37

回 回回a
シ巴時8月29日(日)午前10時か

ら午後3時

腰問い合わせ雨佐南地区まちづは抽選）

’おう秀人

くり協議会垂(89)3740惨講師王田
』Bう

狭氏

伝曰程8月25日(水)、26日（木）

午前の部…10時から午後0時30分

午後の部…2時から4時30分

ヶ場所NEC我孫子事業場

歩内容パソコンを使ってのゲー

ム操作など(参加費無料）

惨対象市内在住の小学生の親子

少申し込み・問い合わせ電話で

8月20日(金)までに同社総務課松

原､櫻井､坂入盃(85)7021（先着順

で受け付け電話は午後5時まで）

’
棲擬店､野外映画､囲碁、将棋など

修問い合わせ天王台北地区まち
につで唖＝がつがぜんかいと

し日程10月2日から全10回（土

權邑)、牟農2時から4膳
し鰄鷺瑛昼欝僧
ぬいしよう省いじゅうがいこくじ人

伝対象在住外国人

増蕊撒蝋(ﾃｷｽﾄ代は実
鰹いじつ

ぴ

費）
ていもﾛ人めいてい“んこぱあい

い定員20名（定員を超えた場合

|錨亀
し鵠し込み･問い合わせAIR
じむBzくし．やくしよg錘<かなL，

A事務局(市役所企画課内)壷(85）
ない桧ん

1111内線271

づくり協議会念(82)9988

|’ ’ 澱
I

国 回国国し日時8月21日(土)、22日（日）

午後5時30分から91時30分、雨天

の場合23日(月)に順延

倖場所根戸近隣センター

し内容模蝿苫、踊り、町会対抗

綱引きなど

シ問い合わせ根戸地区まちづく

り協議会念(83)5363

’
｜

’ ’
8月31日は、個人事業税の第1

期納期限です。殿寄りの金融機関

でお早目に納付してください。

伝問い合わせ柏県税事務所

壷(47)1231

発泡ス
回収
チロール・トレー
拠点の追加 ポー ﾄ免許更新講習会故割臓筆写ができる人

す
ー

》
や
が
ち
ゃ
ん 1M千瓢域雌企業団順

棚艫･鍬農園ｵｰﾝ

手貫加少年自然暇 ら
(乃ﾂﾄボー ﾙ市民大会

市民バドミントン教室

航高測非常勤請紬ど
実用新案等商品化案件流山青年の家

第2回青年教養セミナー
中小企業者

ゆかたのリフオーム
ニ部式ねまき講習会

おわびと訂正

8月1日号4面「不用品情

報コーナー」譲ってください

の記事中、関根さんの電話番

号は82局2436番の誤りでしだ。

おわびして訂正いたします。

(市民生活課）

ロ■■■■■■■■

釧回千葉県鮒者美術誹品

塒繩り締盆踊り大会

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ窓(85)1313古文書入門講座

1⑰月

17火

18水

19木

20金

21土

ZZe

23月

24火

25水

2⑰木

27金

28土

ZOG

50月

31火

画消賓生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画市民図塞館休館〃鳥の博物館休館
．つつじ荘休館 章西部福祉センター休館

．法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

重つつじ荘休館

毎西部福祉センター休館

重消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画酒害相談＝保健センター13:30～15:30

一

毎市役所閉庁(一部の施設は除く）
〃少年の日

|蝋繍鵬鰄熟議":伽-州:”
〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9;00～15:00
〃市民図露館休館毒婦の博物館休館

・つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
虚アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30
”水道料金納入期限＝預金口座振蓄日

【室人権・行政相談＝市民相談至10:00～15:00

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）
"

〃日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日”歯科錦日=休日救急歯科診緬(市民会館内)9:00～11:30

〃心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
”市民図書館・雁の博物館・市民体育館休館
．つつじ荘休館 〃西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”市･県民税第2期分納付期限画国民年金保険料納期限=口座掘曹日
‘夢つつじ荘休館画西部福祉センター休館

第16回連照雪道展
０
６
■

1○

し5

布佐南地区まちづくり協議会
第8画ふれあいの集い

AlRA｢中国語講座生」

脇体験ｽｸーﾙ参加者
天王台北地区まちづくり協議会
なつのお楽しみ会

にほんごこうざせい

AIRAr日本語講座生」

根戸地区まちづくり協議会
根戸ふるさと祭り

柏県税事務所から


